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苅田町青少年育成町民会議だより

1 苅田みどり幼稚園では、お相撲さんを囲んでの「もちつき大会」がありました。
1 大相撲高砂部屋 (元大関朝潮親方)の朝弁慶、朝乃丈というお相撲さんと、相撲界現役最年長記録を持つ松田哲博
(元一ノ矢 )の 3人が訪れ、園児達と一緒に杵を振るい、もちつきをしました。その後のお相撲さんとの触れあいでは、一

緒に股割やシコを踏んだり、かかり稽古をするなど直に触れ楽しく遊びました。

また、名物の高砂部屋特性味付けの「ちゃんこ鍋」を食べ、満足いっぱいの園児達でした。「ちゃんこ鍋」は当日の参

加者全員に振る舞われ、「おかわり」をする声が続いていまいした。
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苅
田
町
で
は
、
町
内
各
種
団

体
等
多
く
の
皆
様
方
の
協
力
を

得
て
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
域
全
体
の

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
う
え
で
も

大
変
有
効
で
す
。

不
審
者
を
捕
ら
え
る
と
い
う

よ
り
も
、
不
審
者
に
犯
罪
の
機
会

を
与
え
な
い
こ
と
が
目
的
で
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
の
姿
を
数
多
く
見
せ

れ
ば
、
不
審
者
に
「
ス
キ
の
な
い

町
」
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
す
。

安
全
を
確
保
す
る
【防
犯
バ
ト
ロ
ー
ル
】

2月 12日 (日 )
与原 白庭神社

「今年の暮らしを占う福焼神事」として毎年行われて

おり本年は例年になくパチパチと火花が威勢よく燃え

上がり、農作物は豊作のようです。

また、近年いやな事件が多発しております。この「福

焼神事」の勢いで、すべての犯罪を追い払って、人々

が安全に安心して暮らせる世の中になってほしいもの

です。

く「有害図書等指導訪問」

▼「少年を守る日補導」

_ヽ

▲「朝の声かけ運動」
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苅田町青少年育成町民会議

平成23年度 役員0委員講演会開催

島

峙

鸞

日

時

場

所

講

師

演

題

島
崎
生
活
安
全
課
長
か
ら
は
、
行

橋
警
察
署
管
内
の
街
頭
犯
罪
発
生

状
況
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
昨
年
に
比
べ
、
全
体
の
発
生

件
数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
自

転
車
盗
、
車
上
ね
ら
い
が
相
変
わ
ら

ず
多
い
こ
と
、
苅
田
町
に
お
い
て
性
犯

罪
が
５
件
発
生
し
て
い
る
等
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
福
岡
県
に

お
け
る
昨
年
の
少
年
犯
罪
は
５
３
１

６
件
で
８
８
７
件
減
少
し
て
は
い
る

が
、
非
行
者
率
は
高
く
、
１２
年
連
続

で
全
国
ワ
ー
ス
ト
ー
位
で
あ
り
、
福

岡
県
の
犯
罪
撲
減
目
標

（暴
力
団
、

飲
酒
運
転
、
性
犯
罪
）
の
中
で
強
力

に
対
処
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
身
近
な
犯
罪
と
し
て
、
携
帯

電
話
の
ト
ラ
ブ
ル
や
振
り
込
め
詐
欺

等
の
事
例
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宮

川
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら

は
、
子
ど
も
の
問
題
行
動
は
少
年
期

の
特
性

に
よ
っ
て
惹

き
起

こ
さ
れ
る

Ｌヽ
平
成
２４
年
３
月
２
日

三
原
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

行
橋
警
察
署

★
生
活
安
全
課
長
　
島
崎
浩

一
氏

☆
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
　
宮
川
高
治
氏

「安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

「児
童

・
生
徒
の
問
題
行
動
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
」

と
い
う
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
特

に
中
学
校
に
多
い
暴
力
行
為
や
い
じ

め
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
生
の
指
導
に

も
限
度
が
あ
る
こ
と
か
ら
家
庭
教

育
の
重
要
性
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。
万
引
き
等
の
少
年
期
の
犯

罪
は
、
昔
の
仲
間
か
ら
な
か
な
か
抜

け
出
せ
な
い
、
何
で
も
少
年
課
を
通

じ
て
相
談
し
て
欲
し
い
と
の
言
葉
が

最
後
に
あ
り
ま
し
た
。

会
場
で
配
布
さ
れ
た
資
料
に
は
、

家
庭
内
暴
力
と
反
抗
期
は
欲
求
と

忍
耐
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
身
体
と
精
神

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
原
因
で
あ
る
と
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
現
代

社
会
の
有
り
様
で
あ
る
豊
か
さ
の
結

果
と
し
て
の
飽
食
や
核
家
族
化
、
労

働
軽
視
の
風
潮
と
共
に
あ
る
な
ら

ば
、
将
に
「
家
庭
は
、
社
会
の
縮
図
、

子
ど
も
は
親
の
鏡
」
私
た
ち
大
人
一

人
ひ
と
り
の
生
き
方
が
今
と
わ
れ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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もっと、慎馬黄活動u
伸間あそび活動。5外活動、スポーソ`活動・伝承芸能活動、環境美化活動

小・申学生に

・…・為

子ども達に多くの体験を与えよう。・。現代っ子の育つ環境は、テレビ、携帯、ゲーム機等の高度化、過度の情報等が子

ども達のあそび、友達づくりが音とは少しずつ変化している。室内あそびが多いようだ。五感を使った体験の学習が子ど

も達の育つ発達に満ち足りていないようだ。創造性と危険予知が不足がち、次世代へ繋ぐ子ども達に不安を感じる。

もっと生産的な活動を意識的に体験の場つくりを考えよう。・・将来に夢を持たせよう。・・

少年よ 大志を抱け!困難には成長と自信が含んでいる

ヽ

、ヽ_

((く,,

■カルタ大会
知的なゲームと千―ムワームの学習

■自然体験。野外体験 体力、知力、精神力の向上

■通学含宿 生活体験

■レク:′エーシヨンで3れあいと友達つくしノ
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連
れ
合

い
に
癌
の
宣
告
、
「
ガ
ア
ー
ン
…
」
。
こ
れ
ま
で
夫
婦

の
老
後
の
こ
と
な
ど
真
剣
に
考
え
た
こ
と
も
無
か
っ
た
で
す
。

放
心
状
態

で
病
院
の
窓
か
ら
空
を
見
て
い
た
ら
、
下
か
ら
大

勢

の
子
ど
も
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
小

学
校
で
昼
休

み
で
し
た
。
声
を
聞
い
て
、
バ
ァ
～
バ
ァ
は
、
少
し

だ
け
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
「
子
ど
も
は
い
い
な
あ
…
時
間
も

た
っ
ぷ
り
、
輝
く
未
来
、
限
り
な
い
可
能
性
も

…
」
今

の
う
ち

に
い
ろ
ん
な
失

敗
体
験

や
、
成

功
体
験
を
し
て
「
大

き
く

羽

ば
た
け
…
」
。

で
も
今
の
子
育
て
で
気
に
な
る
の
は
、
「
自

己
中
心
的
で
我

慢
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
な
あ
い
…
」
。

ま
た
Ｔ
Ｖ
等

で
子
育

て
に
疲
れ
た
、
子
ど
も
の
存
在

が
い

や
に
な
っ
た
、
な
ど
の
理
由

で
子
ど
も
を
殺

し
て
し
ま
う

よ

う
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。
「
ど
う
な
っ
て
い
る
の
…
」
。

子
ど
も
は
宝
物

、
未
来
か
ら
の
授
か
り
物

と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
バ
ァ
～
バ
ァ
た
ち
の
子
ど
も
に
も

、
先

人
か
ら
受

け
継

い
だ
い
ろ
い
ろ
な

「
子
育

て
文

化
」
で
育

て
て
来
た
つ
も
り

で

す
。
現
役
の
親
の
み
な
さ
ん
、
孫
の
よ
う
な
次
世
代
の
子
ど
も

に
、
バ
ァ
～
バ
ァ
た
ち
か
ら
受

け
継

い
だ
も

の
を
伝
え
て
ほ
し

い
の
で
す
。

そ
の
中
の
一
つ
「
環
境
は

（
が
）
人
を
育
て
る
…
」
っ
て
い
い
ま

す
ね
え
。
あ
な
た
の
「
子
育

て
環
境
」
に
も

関
心
を
持

っ
て
欲

し
い
の
で
す

。
「
子
育
て
に
は
、
近
所
付
き
合

い
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
も
大
切
な
ん
よ
…
」

バ
ァ
～
バ
ァ
も
、
ゆ
ず
り
葉

の
よ
う
に
、
「
若
葉
が
育

つ
と
落

ち
る
…
」
そ
ん
な
世
代
で
す
が
、
も
う
少
し
の
問
「
可
愛

い
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
明
る
い
会
話
の
中
に
浸

っ
て
い
た
い
の
よ

…
わ
が
ま
ま
か
し
ら
…
」

ハ
‐
′
´

3

・慶

腱
｝

．♂

藁贔
野

竃■
5■
‐‐~

慕 インリーダー(小学生高学年)

集 ジュニアリーダー(中単生)

中 連絡先 田□(苅田町子連)
′ 090-4589-3200
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今年の家庭教育講演会 1事「 大 人 の 知 ら な い ケ ー タ イ の 危 険 」

時

所

師

日

場

請

η

２

３

4演 題

平成24年 1月 27日 (金 )

苅田日丁中央公民館第5研修室

寝屋川市教育委員会教育課

指導主事 竹内 不]雄 氏
「大人の知らないケータイの危険」

～主に携帯電話の使い方の取り組み

請演内容をまとめてみると◆・・・

〇「分からない」「知らなかった」では子どもは救えない !

ケータイ依存症にネットいじめ、グーム女子キヤラクター

に熱をあげる若者、保育園児にケータイを持たせる母親、自

分のヌード写真をネット上で売る女子高生…規制する法整

備が追いつかない状況。

○できる人ができることから対策を!

寝屋川市では、「ケータイ.ネツト問題対策会議」を設けで

保護者啓発、子ども自身によるケータイ問題への取り組み

を支援。

大人同士がつながり、ケータイ・ネットに詳しい方に相談

できる体制を |

○「リアル社会」で愛ある声かけを !

ネット依存の子は、現実社会でさみしい思いをしているた

めにネットに逃避している。

現実社会が楽しいと思える人間関係づくりを |

夜道ではスキを見せない 1

0後ろを振り返るなど、警戒をアピー

ルする。

○携帯電話を使つたり音楽を聴いたり

しながら歩かない。

周囲に気を配る!

○書店やエスカレーターでは、後ろに

注意する。

○帰宅時は、カギを開ける前に、周囲

を確認する。

i講
口■■

師

カギかけを習慣づける!

○家に入つたらすぐにカギをかける。

○寝る前には、玄関や窓のカギを確認す

る。

防犯グッズを身につける!

る時には、すぐ

■■懸r

ヽ

チカンなどの性犯罪から身を守るために

「■|■

行橋警察署HPよ り転載

|ど ′
|ノ  /
1ン /

「被害防止のポイント～特に中高生のみんなに気をつけてほしいこと!!」

■

110番通報、またはもよりの警察に通報してください。
どんな小さな情報でも構いません。寄せられた情報が多ければ多いほど、犯人を早く見つけることができます。
。日時。場所。被書内容 ・犯人の特徴(年齢、身長、体格、髪型、服装など)・使用車両(ナンバー、色、形、車種)
※警察署、警察本部子ども・女性安全対策課 (特別捜査係 )が、声かけ。つきまとい等の事件を捜査しています。

行橋警察署

4

=]

」

奉´

し

①

倒目にあつたり。曰甲‐じた日8B。。。

①
夜
の
使
用
時
間
を
決
め
よ
う
―

「○
時
ま
で
」
と
家
族
中
で
決
め
、
そ
れ
以
降

は
、
家
族
全
員
が
居
間
等
の
充
電
器
に
並
べ
て
置

き
ま
し
よ
う
。
決
ま
っ
て
い
な
い
と
、
布
団
の
中

で
も
携
帯
を
触
り
、
い
つ
ま
で
も
眠
れ
な
い
場
合

が
多
く
心
配
で
す
。

②
学
校
に
は
持
っ
て
行
か
な
い
！

単
校
に
携
帯
電
話
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業

中
も
メ
ー
ル
や
友
達
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
気
に

な
っ
て
、
勉
強
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
家

の
充
電
器
に
置
い
て
き
ま
し
よ
う
。

③
火
ず
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
―

設
定
す
る
と
、
「出
会
い
系
サ
イ
ト
」
「
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
」
等
、
有
害
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き

な
く
な
り
安
心
。
簡
単
に
設
定
で
き
ま
す
。



福1咀 嗣喜習
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苅
田
中

一
年
生
は
、
毎
年

二
学
期
に
苅
田
町

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

て
『
福
祉
教
育
』

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
初
め

て
の

試
み
と
し
て
、
町
内
の
福
祉
施
設
・ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
団
体
等
に
生
徒
が
訪
問
し
、
利
用
者
や

ス

タ
ツ
フ
の
方
々
と
直
接
ふ
れ
あ
う
体
験
活
動
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

十

二
月
か
ら
事
前
学
習
を
始
め
、
各
ク
ラ
ス

四
～
六
人
の
班
に
分
か
れ
て
、
み
な
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
に
し
よ
う
と
生
徒

自
身
で
準
備
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

当
日
は
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
ス
タ
ツ
フ
の

方
々
、
利
用
者
の
方
々
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

地
域
の
方
々
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
た
二
日
間
で
し
た
。

をし壽した。(1月 18・20日 D

亀

L
ヽ

お世話になった施設・サークル

博愛苑 在処よってけばあ GOGO
子育て野いちご NPO法人よろこびネット

京町病院デイサービス 朗読会
菜のはな 尾倉小地域活動 提小地域活動
子育て読書会 KANDA手をつなごうネットワーク

ご協力ありがとうございました。

生徒o感想常弓
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活動中の子どもたちを見てください。
この事業は、放課後や長期体暇に

小学校施設を活用し、安全な子ど

もの居場所を設け、地域の大人の

協力を得ながら、学習や体験活動

を行うものです。

|′｀

★『出課饉子どもけるば」では★
放課後、受付を済ませた子どもたちが、勉強を

したり、体育館や運動場で遊んだり、お喋りを

したりと、思い思いの活動を楽しんでいます。

地域のみんなで夢・希菫0自身を持つた
たくましい予どもを育てよJ:亀 ヨ冒

ヽ_ 情
が
わ
き
お

て び か 人 活 て らで 体
を を
感 す
々 動

し運
ま 動
を■

子を
し

て
き

あ

と と
社 の ま す

つ
な
い で

て

家 を な 」ヽ

地
ま
た

ど
自 じ る

域
通 も

ま 切
伏 る

や じ も は ざ
で

の も 験
さ 大 は
子
ど
も

さ
ま
ざ
ま
な

の

族 つ 覚 体 さ
′b
のくを

り働 成

ヽ
C

書薔書ぴ俸勝
く

た つ

C

こ ´

けん玉を作ろう !

_ 用意するもの 1紙コップ X3、 トイレットベー

・  パーのしん X2、 セロテーブ、ビ
=―
ルテー

プ、はさみ、たこ糸、いらないチラシ

$ f<vv t.^-/t*6) 2)o)L,tuEEn
, -J< lrt€ x t,]-. a y:ffi < ar,rotn
りこみをいれます。

｀ アヽ

,
て 生
み 活
で に
く 大
だ い
さ に
しき役
に
た
ち
ま
す

み
な
さ
ん

り
戦̀
し

ま た 人 や 験 い
を ' F=‐
「

て
《問合せ先》

可 か

子 の
ど た
も め 周
は に 囲い と

か
体 想 通ろヒ 苅田町役場 子育て支援課
せ

感 じ 喜 何 の 験 像 しか と 093-588-1036

ど
も
は
ド
ン
ド
ン
上
手
に
な
り
ま
す

日
々
の
勉
強

り酪
ハノ 機鐵
栞 膚畿

意骰
集 魃

l颯
事
蒻
欝

ξ尿´
。 機飩
一 饉舞

生 紗
懸 ∬

3熙
る な
子
摯

一う

　

，

年

● o3つ のうち 2つ
_   の紙コップの底
・   をセロテープで
~ 
つなぎあわせま

かけば完成てす。

す。もう 1つの紙コップの底を切つ落と

し、8カ所くらいの切りこみをいれます。

otヽ らないチラシを丸めて、中に糸のはし
を入れて全体をビ

=―
ルテープでま

きつけて、玉を作り

ます.
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し

ま

し

た

。

集
団
行
動
に
一歩
足
を
踏
み

入
れ
た
孫
は
、
こ
の
先
い
ろ
ん
な

事
が
起
こ
る
で
し
ょ
う
。
悪
の
誘

惑
に
負
け
な
い
心
の
強
い
男
の
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
子
ど
も
た
ち
の
将
来
に

幸
多
か
れ
と
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
、
お
ば
あ
ち
や
ん
で
し
た
。

濱
田
　
勝
枝

２３
年
度
す
こ
や
か
編
集
委
員

編
集
長
　
松
枝
　
玲
子

委
　
員
　
濱
田
　
勝
枝

福
岡
県
か
ら
表
彰
状

１
月
２７
日
、
多
年
に
わ

た
り
、
模
範
と
な
る
防
犯

活
動
、
青
少
年
補
導
活

動
な
ど
健
全
育
成
活
動

に
尽
力
し
て
い
る
当
町
民

会
議
所
属
の
一団
体

「
行

橋
警
察
署
少
年
補
導
員

連
絡
会
苅
田
支
部
」
が

平
成
２３
年
度
福
岡
県
か

ら
表
彰
状
を
受
け
ま
し

た
。ま
た
、
２
月
１
日
に

は
、
吉
廣
町
長
を
表
敬

訪
問
し
表
彰
の
報
告
を

２
月
５
日
、
４
歳
に
な
る
初
孫

の
生
活
発
表
会
を
見
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

家
で
は
、
わ
ん
ぱ
く
で
自
分
の

意
思
を
通
す
わ
が
ま
ま
な
孫
が

生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
仲
間

と
踊
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
…
。
子
ど

も
た
ち
の
顔
は
笑
顔
で
な
ん
と

可
愛
い
こ
と
か
…
。
「
や
れ
ば
で

き
る
ん
だ
」
と
思
う
と
涙
が
ホ
ロ

編
集

。
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
員
会
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